
No 内　　　容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 平均

1
教職員は、個別の教育・移行支援計画等を作成するにあたり、保護者の皆様か
らお聞きした願いを計画の中に反映させている。 22 22 1 0 3.47

2 教職員は、子どもの興味・関心や長所を生かした学習や活動を工夫している。 20 24 1 0 3.42

3 教職員は、指導の経過や成果、今後の目標について、保護者に説明している。 21 23 1 0 3.44

4
教職員は、基本的な生活習慣や望ましい生活行動が身に付くよう一人一人の発
達段階や特性に応じた指導をしている。 22 22 0 1 3.44

5
体育祭、遠足、校外学習などの学校行事は子どもの実態に合っており、成果が
見られる。 19 22 4 0 3.33

6
教職員は、望ましい食生活の在り方を指導したり、いろいろな運動に親しむよ
う支援をしたりしている。 19 23 3 0 3.36

7 教職員は、学習活動を工夫し、子どもの「生きる力」を伸ばしている。 24 19 2 0 3.49

8 教職員は、子どもの人権を尊重する姿勢で指導に当たっている。 21 22 2 0 3.42

9
教職員は、いじめの未然防止に努め、いじめを認知した場合には、迅速かつ誠
実に対応している。 25 17 3 0 3.49

10 教職員は、生徒の障害に配慮して教室環境を整えている。 25 18 2 0 3.51

11
学校は、施設・設備、学習活動などにおいて子どもたちの安全面に十分配慮し
ている。 27 18 0 0 3.6

12
教職員は、保護者の連絡や相談に迅速に対応し、誠意をもって説明してくれ
る。 26 18 1 0 3.56

13
学校からの「生活のあゆみ」や学年便り、学校便りなどの各種便りには、保護
者が知りたい内容が含まれている。(新型コロナ対応について、必要な情報や対
応ができていた）

21 23 1 0 3.44

14 授業参観や学校行事などは、参観しやすい日時・内容になっている。 12 26 7 0 3.11

15
学校は、学校経営の方針、学校行事、職業学習、進路、福祉サービス等の内容
について、保護者に十分な情報提供をしている。 24 21 0 0 3.53

16
学校は、地域との連携を重視したボランティアや交流などの教育活動を行って
いる。 19 22 4 0 3.33

3.43全体平均
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    　　　令和３年度　１学期学校評価「保護者アンケート」集計結果について（お知らせ）

  秋涼の候、保護者の皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
  さて、７月に１学期学校評価「保護者アンケート」をお願いしたところ、多くの皆様からご協
力いただき感謝申し上げます。集計結果等がまとまりましたので、お知らせいたします。
  今後、アンケート結果を教育活動の改善に生かしてまいりますので、保護者の皆様のご理解ご
協力をお願いいたします。

○評価基準：十分→Ａ４点/おおむね十分→Ｂ３点/やや不十分→Ｃ２点/不十分→Ｄ１点 



＜自由記述欄＞○成果／■ご意見・ご要望／▲課題
〇吉川に通って挨拶が良くなり、家での手伝いもよくしてもらい助かっ
ています。就労にも役立つと思います。ご指導ありがとうございます。
〇体育祭ではいろいろ残念ではありましたが、先生方が最善を尽くして
開催していただけたことに感謝しています。
〇子供の特性等に合わせて指導、サポートありがとうございます。
吉川に入学できて良かったと思っております。
〇順調に学校生活に取り組みつつあります。今度ともよろしくお願いします。
■「体育祭に使用するペットボトルに小石を」とあった時に、どれくらい入れてもって行けばい
いか分からなかったので、多分応援用の物とは分かったのですが、例えば１ｃｍ位までとか細か
く書いてあれば良かったです。
■11月に実施予定の修学旅行は、コロナの感染状況もあるが、保護者の意見を踏まえ、実施する
方向で調整して欲しいです。
■物品販売がある時は、「あるかも」でもいいので書いてあればお金とか用意していけると思っ
たことがありました。子供たちが育てたものなので、買う機会があればできるだけ購入したいと
思いました。
▲学校の奉仕活動は参加者は少なくいつも同じ人の参加だと思われます。
▲発達段階や特性に応じた指導という点は、やはり難しいのでしょうか？全く十分とは感じるこ
とができません。みんな同じやり方、同じスピードで進められているようです。

＜考察と今後の取組について＞　結果と課題：全体平均：３．４３　No14以外は８割以上の評価
▲No14について。
　昨年の評価を踏まえて、４月はPTA役員会と授業参観日と学年保護者会、６月はメディア依存予
防講演会と授業参観日、７月は学校保健委員会、進路学習会と学年保護者会などを合わせて行っ
てきました。しかし５月の吉川スポーツフェスタと７月のハッピーカフェは入場制限などがあ
り、参観しにくい状況がありました。活動や学習の様子をホームページや各種たより、映像で示
すなど工夫し、ご理解いただけるように努めます。
▲■No４、５、16について。
　全体的に高い評価をいただきました。しかしNo４「発達段階や特性に応じた指導」がＤ評価１
名、No５「実態に合った学校行事」、No16「地域との交流」がＣ評価４名でした。記述にもあっ
たとおり、特性に応じた学習活動の検討、PTA活動を含めたボランティア活動や地域との交流を、
今後はさらに進めていきます。
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